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第７回線引き全市見直しについて 
―線引き全市見直し検討小委員会の検討状況 その３― 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

１ 線引き全市見直しの流れ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

２ 小委員会の委員構成（12 月 20 日時点）          ○委員長 

区 分  氏 名  職 業 等  

学識経験  
のある者  

都市計画  ○ 高見沢 実  横浜国立大学大学院教授  

交通計画  森地  茂  政策研究大学院大学特別教授  

商  工  業  塚原  良一  横浜商工会議所専務理事  

農  業  石川  久義  横浜農業協同組合代表理事組合長  

不  動  産  山野井 正郎  社団法人神奈川県宅地建物取引業協会  
副会長  

横浜市会  
議  員  

佐藤  祐文  横浜市会議長  

大桑  正貴  建築・都市整備・道路委員会委員長  

横浜市の住民  磯崎  保和  自治会・町内会長  

臨時委員  造  園  金子  忠一  東京農業大学教授  

建築・都市整備・道路委員会 
平 成 2 6 年 ２ 月 1 7 日 

建    築    局  
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平成 25 年 1 月  平成 28 年度中  

①  ②  ③ ④

平成 26 年

整開保等の見直しとともに実施

■線引き見直しの経緯  
昭和 45 年（1970 年）に市街化区域と市街化調整区域の区分（線引き）を指定してか

ら、これまで６回の全市見直しを概ね６～７年ごとに実施しています。 

現在、第 7 回線引き全市見直しに向けて作業を進めています。 

■小委員会の設立経緯 
 平成 23 年８月の都市計画法改正により、線引きの都市計画に関する権限が指定都市

に移譲されたこと受け、第７回線引き全市見直しにおいては、より主体的に見直しを行

っていくため、都市計画審議会に「第７回線引き全市見直しの基本的な考え方について」

諮問するとともに、小委員会を設立し、ご検討いただくこととしました。 

■小委員会の開催状況 
平成 25 年 12 月 20 日に線引き全市見直し検討小委員会の第３回目を開催しました。
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３ 小委員会の検討内容 

 検討内容 

第１回 
(平成 25 年６月 13 日) 

「線引き制度の概要について」 

第２回 
(平成 25 年８月９日) 

「これからの線引き見直しに必要な視点」 
事例紹介等 

第３回 
（平成 25 年 12 月 20 日） 

「これからの線引き見直しに必要な視点」 
ケーススタディと方向性 

第４回 
（平成 26 年 2 月 24 日

予定） 

「線引き制度活用の基本的な考え方」 
「第７回線引き全市見直しの基準等について」

第５回 
（未定） 

「とりまとめ」 

 

 

４ 第３回小委員会の検討概要 
第３回小委員会では、国及び神奈川県の動向について、ご紹介させていただき、

第２回小委員会に引き続き「これからの線引き見直しに必要な視点」について、

ケーススタディを踏まえご検討いただきました。 
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